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世帯数：    5,381戸
　男　：    5,768人
　女　：    6,117人
　計　：  11,885人

2021年3月1日現在

　
い
よ
い
よ
里
山
辺
公
民
館
の
建

設
が
始
ま
り
ま
す
。旧
Ｊ
Ａ
松
本
ハ

イ
ラ
ン
ド
里
山
辺
支
所
の
跡
地
に

建
設
さ
れ
る
同
施
設
の
延
べ
床
面

積
は
お
よ
そ
１
１
０
０
㎡
、利
用
人

数
に
合
わ
せ
、異
な
る
広
さ
の
会
議

室
や
料
理
実
習
室
が
整
備
さ
れ
ま

す
。地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
福
祉

ひ
ろ
ば
も
同
施
設
へ
移
転
し
、多
世

代
の
住
民
が
集
う
総
合
的
な
地
域

づ
く
り
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。多
様

な
サ
ー
ク
ル
や
地
区
関
係
団
体
の

利
用
も
目
的
に
沿
っ
た
広
さ
の
会

議
室
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り

　今回で8回目を迎える山辺地区立志式は新型コロ
ナウイルスの影響で中止しました。
　入山辺・里山辺に住む中学２年生を対象に、地域
で大人への一歩をお祝いする立志式は、学校だけ
では育まれない社会性を身につけてほしいという当
時の公民館長の想いで始まりました。なかでも地域で
活躍される方から参加者へ向けて将来の励みとなる
メッセージを発信してもらうのが好評のサプライズに
なっています。中止となった今回は、当日渡すはずの
資料と記念品の文庫本を参加者に届けるとともに、

嘉納雅彦さん（チェロ）、妻の尚代
さん（ピアノ）の演奏をユーチュー
ブで動画配信しました。心温まる
演奏に中学生と地域をつなぐメッ
セージが詰まっていました。

　

各
種
災
害
へ
の
備
え
が
課
題

と
な
る
中
、公
民
館
は
一
時
避

難
所
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら

れ
ま
す
。湯
の
原
公
民
館
は
、

建
設
か
ら
37
年
が
経
過
し
て

お
り
、こ
の
２
年
間
は
松
本
市

町
内
公
民
館
整
備
補
助
金
を

活
用
し
て
、改
修
や
環
境
整
備

を
実
施
し
ま
し
た（
昨
年
度

は
、屋
根
改
修
工
事
と
避
難
階

段
等
塗
装
工
事
）。屋
根
改
修

は
検
討
を
重
ね
、費
用
や
積
雪

等
へ
の
耐
久
性
を
考
慮
し
て「
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
に
よ
る
カ
バ
ー
工

法
」で
実
施
し
ま
し
た
。本
年
度

は
、全
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化・２
階
大

広
間
エ
ア
コ
ン
設
置・換
気
扇
交
換

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

町
会
の
各
種
活
動
の
安
全
性
と

快
適
さ
が
前
進
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。今
後
は
、災
害
時
の
停
電
に

備
え
て
発
電
機
の
設
置
が
必
要
で

す
。独
自
の
公
民
館
活
動
と
し
て

は
、湯
の
原
文
化
祭
、蕎
麦
打
ち

体
験
学
習
会
、「
遺
言
書
の
書
き

方
」や「
松
本
山
雅
の
未
来
」に
関

す
る
講
演
会
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
終
息
し
、こ
れ
ら
の
活
動
が

再
開
で
き
る
日
が
待
望
さ
れ

ま
す
。

　

湯
の
原
公
民
館
長

金
井
　
貞
徳

ま
す
。

　

現
状
の
公
民
館
は
各
種
の
活
動

に
十
分
な
広
さ
が
あ
る
と
は
言
い

難
く
、市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

一
階
の
４
部
屋
の
み
で
床
面
積
５

４
３
．２
㎡
と
、地
区
の
人
口
１
１
９

２
６
人（
令
和
３
年
１
月
現
在
）の

住
民
の
利
用
に
は
手
狭
ま
で
し

た
。人
口
が
同
規
模
の
他
地
区
で

は
お
よ
そ
２
倍
の
床
面
積
を
備
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
を
公

民
館
移
転
新
築
要
望
関
係
者
打

合
せ
会
議
で
整
理
し
、町
会
連
合

会
の
承
認
を
受
け
、平
成
28
年
に

松
本
市
へ
地
元
要
望
を
行
い
ま
し

た
。地
域
の
関
係
者
で
構
成

す
る
公
民
館
建
設
検
討
委
員

会
で
具
体
案
に
つい
て
検
討
を

重
ね
、着
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　

建
物
の
建
設
工
事
を
４
月

以
降
進
め
、来
年
３
月
の
完
成

を
目
指
し
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

里
山
辺
公
民
館
は
戦
後
、

山
辺
学
校
校
舎
の
一
部
を
活

用
し
、１
９
８
０
年
代
の
人
口

増
加
に
伴
っ
て
現
在
の
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー（
里
山
辺
小
学

校
跡
地
）へ
移
転
を
遂
げ
ま
し

た
。完
成
後
は
多
く
の
住
民
の
皆

様
が
気
軽
に
集
い
、活
動
で
き
る

施
設
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

新里山辺公民館
　　建設工事、着工へ

令和元年度 町会文化祭の様子

公民館敷地隣接の市道2736号線の改良工事
（3月末終了予定）

嘉納夫妻の
　サプライズ演奏

「立志式おめでとう！」
コロナ禍でも目に見えるお祝いを

里山辺公民館　完成予想図
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節
分
を
過
ぎ
る
と
雪
が
解
け
て

蕗
の
薹
が
出
て
来
ま
す
。油
味
噌
、

酢
の
物
、天
ぷ
ら
に
す
る
と
ほ
ろ
苦

さ
が
旬
の
味
覚
を
感
じ
ま
す
。

　
「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」

と
こ
と
わ
ざ
に
あ
り
ま
す
が
、女
性

の
主
権
が
薄
か
っ
た
こ
ろ
、厨
房・勝

手
は
主
婦
の
城
。主
婦
は
城
主
と
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
共
働
き
男
女
共
生
の
時

代
で
男
性
も
厨
房
に
入
り
主
婦
の

留
守
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

趣
旨
の
下
に「
男
の
料
理
教
室
」が

出
来
て
令
和
３
年
度
で
20
年
目
を

迎
え
ま
す
。こ
の
間
、参
加
者
を
は

じ
め
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
作
り
、試
食
会

　

旧
公
民

館
は
60
有

余
年
を
経

て
、震
度
６

の
地
震
で

倒
壊
す
る

と
の
診
断

を
受
け
、10

年
計
画
で

完
成
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。９
年
目
に

「
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
」

に
当
選
し
、「
松
本
市
町
内
公
民

館
整
備
補
助
金
」を
受
け
て
、令

和
３
年
度
の
町
内
最
終
資
金
積

立
を
残
し
て
完
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

新
公
民
館
は
、国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
林
大
城
小
城
の
城
下

町
を
生
か
し
た
建
物
と
し
、気
軽

に
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
土

足
で
直
接
出
入
り
が
で
き
る「
土

間
」を
設
置
し
、町
内
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
場
作
り
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
伝
統
の
天
井
高
を
踏
襲
し
、

３・５ｍ
を
確
保
し
て
開
放
感
を

継
承
し
ま
し
た
。

林
町
会
長　

武
田
　
善
徳
　

で
は
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
料
理
を
自

慢
し
あ
い
、20
年
と
い
う
歳
月
を
楽

し
く
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
調
理
、栄
養
等
を
考
え
て

健
康
長
寿
の
人
生
を
楽
し
ん
で
行

（
生
）き
た
い
も
の
で
す
。

講
師・調
理
士　

久
保
田
　
一

と
う

　皆さんは、生まれ育った地域の歴史文化をど
のくらい思い出せますか？知ればすぐ話題に使え
る言い伝えに興味ありませんか？里山辺・入山辺
両公民館主催講座「知る知るやまべ探検隊」は
そんな地域の話題探しにうってつけです。
　２月27日は「山辺の伝統行事Ⅱ」と題して、各
種講※とお船祭り・御柱祭りについて山辺歴史研
究会の小岩井俊忠さんにお話しを伺いました。
江戸時代の山家組（入・里山辺の年貢を納める
単位組織）で人々が天災や揉め事を組の住民と
力を合わせて乗り越える。そんな共同体の話が
講や祭りの文化と深い関わりがあるのを知りまし
た。今は無くなった講が多いですが、皆で集う町
会・公民館が現代の講に通じる気がします。

※隣家や同姓など馴染みある人たちが一堂に会し、神仏
の信仰や共同生活に関する習慣を同じくする集まり。

　

新
築
の
香

り
が
鼻
に
残

る
林
町
会
公

民
館
で
は
、い

き
い
き
百
歳

体
操
に
元
気

に
打
ち
込
む

町
民
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
脳
ト
レ
や
唱
歌
を
し

た
後
、重
り
を
手
足
に
付
け
て
体
を

動
か
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
や
公
民
館
新

築
の
影
響
で
今
年
は
開
催
が
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、２
月
25
日
に
再

開
し
ま
し
た
。笑
顔
で
参
加
で
き

る
こ
と
が
続
け
ら
れ
る
コ
ツ
と
参
加

者
は
語
って
い
ま
し
た
。

　薄町町民の念願でもありました、県宝のお船が157年の刻
を経て、漆黒の輝きと、黄金色のかざり金具の姿で戻って参り
ました。先人が並 な々らぬ思いで守り伝えてきてくれたお船を、
元の輝きによみがえらせることができましたことに、感無量で
す。この大事業を任された実行委員会では、「実行委員会だ
より」の毎月発行、「お船祭り今昔展」の開催、「記念誌」の発
行を通して、広く町民の皆様に情報発信をして参りました。そ
のことで、関心を持っていただき、お船修理の大事業に一体
感を持って臨むことができました。
　大修理は、県や市より補助金と
16年にわたる町民の積立、そして
匠の卓越した技により実現するこ
とができました。お船祭りでは是非
ご覧ください。
実行委員長　小幡　泰俊　

地域の話題
１５７年の刻を越えて１５７年の刻を越えて

松本市公民館活動推進
功労者表彰で３名へ感謝状

（以下ご紹介、敬称略）
・川口  一雄（薄町）
　　本部体育委員８年勤続
・木下  栄治（湯の原）
　　本部体育委員10年勤続
・梶葉  利行（新井）
　　館報編集委員４年、
　　本部体育委員４年勤続

知る

知る

やまべ探検隊

まちづくり協議会
Ｔｗｉｔｔｅｒを
ご覧ください‼

修理後のお船
（修理先の髙山市で撮影）

男
の
料
理
教
室 

20
年
を
迎
え
て

R3.2.16今年度最後の教室の様子
久保田講師（中央）

新 林公民館完成新 林公民館完成

林公民館の正面写真

集
い
の
場

 

「
林
い
き
い
き
の
会
」

集
い
の
場

 

「
林
い
き
い
き
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